
平成２３年度　政府予算案（大阪府教育委員会関係）の決定内容

平成23年2月21日
大阪府
※ ２月１日現在で国の各省庁からの情報により作成したものです。
	要望・提案事項
	概算要求状況
	予算内容等
	備　考

	１．国と地方の役割を踏まえた

行財政制度を確立する

（１）地方税財源の充実確保


	◆概算要求の状況　文部科学省
○地方一般歳出を増額　（全）　　６６．８兆円
（Ｈ２２　６６．３兆円）
	
	

	（２）政令指定都市への権限一元化


	
	
	

	（３）教育に必要な財源の保障


	◆概算要求の状況　総務省
〇義務教育費国庫負担金　（全）　　１兆６，０２７億円
（Ｈ２２　１兆５，９３８億円）
	（全）１兆５，６６６億円


	

	（４）県費負担職員の違反行為に

係る国家賠償法の適用除外


	
	
	

	２．社会全体で教育の向上に取り組む

（１）地域の教育力の向上

（２）家庭の教育力の向上


	◆概算要求の状況　文部科学省
○学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業

（学校・家庭・地域の連携協力推進事業費補助金の一部）

（全）９８．１億円の内数　（Ｈ２２　１３０．９億円の内数）

＊平成22年度までの「学校支援地域本部事業」「放課後子ども教室推進事業」「家庭教育支援基盤形成事業」を統合

　　　　（「放課後子ども教室」は、「放課後子どもプラン」として、「放課後児童クラブ」と引き続き連携して実施）

　　　＊実施箇所数：（全）１１,０００箇所
	（全）９４.５億円の内数

＊概算要求時の3事業に「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」「スクールヘルスリーダー派遣事業」を加えた5事業を統合

（全）１０,７５０箇所
	

	（３）携帯電話・インターネット

上の有害情報対策の充実
	＜概算要求なし＞（Ｈ２１　７２１万円）
	
	

	（４）子どもの読書活動の推進

【新規】


	◆概算要求の状況　文部科学省
（全）５６，８７９千円（H２２　４９，００６千円）

○子どもの読書普及啓発事業

　　（全）４９，５６４千円（H２２　４９，００６千円）

＊子どもの読書活動を推進する協力者会議の設置、子ども読書

のHPのコンテンツの充実

○読書コミュニティネットワーク事業

（全）７，３１５千円

＊地域の読書活動団体を「子ども読書応援団」として委嘱し、

官民が協働することにより、地域における子どもの読書

環境を充実


	（全）４３，５００千円

○読書ｺﾐｭﾆﾃｨ形成支援事業

・読書ｺﾐｭﾆﾃｨ拠点形成支援

（全）３３，８８６千円

＊読書ボランティア団体に他の団体や学校等とのネットワーク、読書活動を通じたコミュニティづくりを委嘱

・「子ども読書の日」の理解推進

（全）９，６１４千円

＊「子ども読書の日」の周知とともに、特色ある優れた取組みを行っている民間団体等を表彰する制度を新たに創設


	


注）　（全）：全国枠予算、（国）：国費ベース、（事）：事業費ベース
	要望・提案事項
	概算要求状況
	予算内容等
	備　考

	３．豊かな心と健やかな体をつくる

（1） 人権教育の推進


	◆概算要求の状況　文部科学省
○人権教育開発事業

（全）　１．０億円　（Ｈ２２　１．１億円）

＊学校教育における人権教育の開発及び指導方法等に関する調査研究
	（全）　０．９憶円
	

	（２）スクールカウンセラー

の配置


	◆概算要求の状況　文部科学省
○スクールカウンセラー等活用事業

（学校・家庭・地域の連携協力推進事業費補助金の一部）

（全）９８.１億円の内数（Ｈ２２　１３０．９億円の内数）
	（全）９４億円の内数
	

	（３）学校給食の充実


	◆概算要求の状況　文部科学省
○「食育推進プラン」の充実

（全）　２．８億円　（Ｈ２２　３．３億円）
	（全）　２.８億円
	

	４．教員が資質を高め、一人ひとり

の子どもに向き合う環境をつくる

（１）教職員定数の改善


	◆概算要求の状況　文部科学省
○新・公立義務教育諸学校教職員定数改善計画（案）

８，３００人

・小学校１・２年生の35人学級の実現　　　７，８００人

・35人学級の実施に伴う教職員配置の充実

①　副校長・教頭の配置の充実　　　　　　　　２２０人

②　生徒指導(進路指導)担当教員の配置の充実　　６０人

③　事務職員の配置の充実　　　　　　　　　　２２０人


	・小学校1年生の35人以下

学級の実現　　３，７７０人

○ ・３５人以下学級の実施に伴う

教職員配置の充実

①　１００人

②    ３０人

③　１００人


	

	（２）教員給与のあり方


	
	
	

	（３）教員免許制度のあり方

【新規】
	
	
	

	５．障がいのある幼児児童生徒の

教育を充実させる

（１）介助職員等雇用のための

財源確保
	
	
	

	（２）「特別支援教室」の構想実現

のための人的措置
	
	
	

	（３）標準法定数内での専門家や

特別支援教育コーディネータ

の配置
	◆概算要求の状況　文部科学省
○特別支援教育支援員の配置　　（全）　　５１５億円

（Ｈ２２　４３５億円）
	（全）４４３億円
	

	（４）特別支援学校の教育環境の

充実


	◆概算要求の状況　文部科学省
○公立学校施設の耐震化等の推進の一部（全）２，１９２億円

（H22当初)１，０３２億円・(H22予備費(第一次))８１８億円）

≪(H22補正)１，１７７億円・(H22予備費(第二次))１６０億円≫


	（全）　８０５億円

（来年度活用するH２２補正

予算等と合わせて

　２，１４２億円）
	

	（５）特別支援学校の市への設置の

促進


	＜制度改正なし＞


	
	

	（６）通学用スクールバス運行の

ための財源確保

　《普通交付税積算基準の見直し》
	＜制度改正なし＞


	
	

	（７）高等学校に在籍する障がいの

ある生徒のための財源措置


	◆概算要求の状況　文部科学省
○特別支援教育総合推進事業の一部　（全）２．５８億円

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ２２　３．１億円）
	（全）２．５３億円

　　　＊委託事業
	


注）　（全）：全国枠予算、（国）：国費ベース、（事）：事業費ベース
	要望・提案事項
	概算要求状況
	予算内容等
	備　考

	６．安全・安心な教育環境を実現する

（１）学校施設の耐震化に向けた

補助制度の拡充

	◆概算要求の状況　文部科学省
○公立学校施設の耐震化等の推進　（全）　２，１９２億円

（(H22当初)１，０３２億円・(H22予備費(第一次))８１８億円）

≪(H22補正)１，１７７億円・(H22予備費(第二次))１６０億円≫


	（全）８０５億円

（来年度活用するH２２補正

予算等と合わせて

　２，１４２億円）
	

	（２）学校等における安全管理体制

の充実

　　・警備員等の配置

　　・防犯機能の充実に配慮した

施設設備の推進

　　・安全確保対策への財源確保
	◆概算要求の状況　文部科学省
○地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業

（学校・家庭・地域の連携協力推進事業費補助金の一部）

（全）　　　９８.１億円の内数

（Ｈ２２　１３０.９億円の内数）


	（全）９４億円の内数


	

	７．質の高い教育を支える環境を

整備する

（１）教育用デジタルコンテンツ

の活用等事業の充実
	◆概算要求の状況　文部科学省
○学びのイノベーション事業

（全）１８億円　【新規】

＊ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教科書や校務の情報科などの課題についての

実証研究
	（全）3億円

＊総務省のﾌｭｰﾁｬｰｽｸｰﾙと連携
	

	（２）高等学校特色づくりの推進


	◆概算要求の状況　文部科学省
○学校施設環境改善交付金（新規）

（全）　１，６９１億円　
	（全）　１，６９１億円
	

	（３）学校図書館の充実

《司書教諭の配置》
	＜概算要求なし＞
	
	

	（４）全国学力・学習状況調査

　　　【新規】


	◆概算要求の状況　文部科学省
○全国的な学力調査の実施　（全）３６．７億円

（Ｈ２２　３３．２億円）

＊抽出調査の実施及びH24年度に対象教科を追加するため

の準備を行う。
	（全）３５．５億円


	

	８．教育の機会均等を保障する

（1）（準）要保護児童生徒、中学校

夜間学級生、学齢期を超えた

帰国・渡日生への就学援助制度

の充実


	◆概算要求の状況　文部科学省
（1）（準）要保護児童生徒、中学校夜間学級生、学齢期を超えた

帰国・渡日生への就学援助制度の充実

○要保護児童生徒援助費補助金

（全）　６.１億円　（Ｈ２２　６.２億円）
〇中学校夜間学級の就学援助制度

＜概算要求なし＞　
	（全）　６.１億円

	

	（２）識字・日本語教室の支援体制

の充実

	◆概算要求の状況　文部科学省・　文化庁
（２）識字・日本語教室の支援体制の充実

○「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

（全）１.９億円　（Ｈ２2　２.１億円）

＊我が国に居住する外国人にとって、日本語がわからない

ことから生じる様々な社会問題を解消し、外国人が円滑

に日本社会の一員として生活を送ることができるように

日本語教育の充実を図る。

＊「生活者としての外国人」のための日本語教室の設置

運営等を実施する。
	（全）　１.９億円


	

	（３）奨学施策の充実


	◆概算要求の状況　文部科学省
　　○大学等奨学金事業の充実と健全性確保

（全）　１，４５９億円

（Ｈ２２　１，３２２億円）
	（全）１，２５８億円


	


注）　（全）：全国枠予算、（国）：国費ベース、（事）：事業費ベース
	要望・提案事項
	概算要求状況
	予算内容等
	備　考

	９．文化を振興する

（１）国指定文化財の保存修理等の

促進


	◆概算要求の状況　文化庁
（１）国指定文化財の保存修理等の促進

○文化財の保存修理等

（全）９７．９億円（Ｈ２２　８６．５億円）

○文化財の防災施設等

（全）１６．６億円（Ｈ２2　１９．０億円）

○重要文化財（建造物）所有者診断支援事業

（全）０．１億円  （Ｈ２２　０．１億円）


	（全）　９７．９億円

（全）　１６．６億円

（全）　　０．１億円


	

	（２）埋蔵文化財の発掘調査の促進


	◆概算要求の状況　文化庁
○史跡等公有化助成
（全）１３６．２億円（Ｈ２１　１４５．１億円）

○史跡等整備活用事業
（全）３８．４億円（Ｈ２１　６４．９億円）

○国宝・重要文化財等買上げ　

（全）１６．４億円（Ｈ２１　１６．４億円）

○埋蔵文化財発掘調査等
（全）２９．３億円（Ｈ２１　３６．０億円）
＜参考＞文化遺産を活かした観光振興地域活性化事業

○地域の伝統文化を活かした観光振興・地域活性化事業

（全）３２．０億円【新規】

○史跡等の復元・公開活用による観光振興・地域活性化事業　　　

（全）３８．４億円【新規】


	（全）１３６．２億円

（全）　３８．４億円

（全）　１６．４億円

（全）　２９．３億円

（全）　３２．０億円　

（全）　３８．４億円

	


注）　（全）：全国枠予算、（国）：国費ベース、（事）：事業費ベース
3　／　4

